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本書は、1952 年に刊行されたイギリスの作家イーヴリン・ウォー（Evelyn 
Waugh, 1903-1966）のMen at Armsの本邦初訳である。戦争三部作『誉れの剣』
（Sward of Honour）の第一部である本作品では、ウォー作品の特徴であるドタ
バタ喜劇的な側面に加えて、ウォー自身が経験した第二次世界大戦に対する真
面目な考察が主人公ガイ・クラウチバックを通してなされている。しかしこの
作品の表現に真面目という言葉を用いることに評者がいささかためらいを感じ
るのは、訳者付言において「『誉れの剣』は読者を困惑させる作品でもある。いっ
たいこれは「真面目」な小説なのか、それともふざけているのか」（362）と述
べられているように、ガイによる自分の人生や戦争への考察が行われる一方で、
その考察の前後で起きる出来事はあまりに些末かつコミックであるうえに、ガ
イの周囲にいる登場人物たちとガイ自身のキャラクター性や言動が滑稽さに満
ちているからだ。ガイの思考はいたって真剣で、時に悲哀に満ちた場面もある
のだが、その余韻も冷めやらぬうちに笑いを誘うような場面が展開されていく。
ガイの戦争に対する考えは、あくまでも真面目に語られる。妻の不倫による
失意のうちにイタリアの屋敷に引きこもっていたガイは、周囲のファシズム熱
にもイギリスの反ファシズム熱にも共感できず、緊迫する国際情勢にもあまり
関心がない。それでもドイツがプラハに進駐すると「もはや戦争は避けがたい
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とガイは確信した。だが今や、まるで強烈な光に照らされたかのようにすべて
が鮮明になった。巨大な憎むべき敵が、偽装を丸ごとかなぐり捨てて正面から
姿を現したのである。それは武装した〈現代〉だった」とガイの真面目な考え
が明かされる。ただし、その思考の行きつくところ、ガイは「結果がどうなる
のであれ、自分には戦いの場所が与えられるだろう」（12）とほとんど思い込
みに近い使命感を持つことになる。ガイの思い込みが最後に明かされることで、
いくら真面目な現実についての考察があろうと彼の思い込みへの前置きという
印象が強くなってしまう。さらにシリアスさを周りから浮いたものにしてしま
う原因が、周囲の人々の態度にある。イギリスへの出発の日、ガイに話しかけ
る人々は皆、口をそろえて戦争は起きないと言い、屋敷の使用人は出発のお祝
いに巨大なケーキを出してくる。ガイは人々の話を聞き流しながら、手元に残っ
たケーキの都合のいい後始末の方法を考えながら駅に向かうことになる。思い
込みも多分に含むとはいえ、これはガイが使命感を持って戦争に向かう瞬間で
あるにもかかわらず、緊張感や高揚感はない。ガイとは異なる意見や些末な出
来事が次々に押し寄せることで、彼の真面目な考察はディコンストラクトされ
てしまうのである。
ガイは何とかホルバディアーズという伝統のある連隊に入ることができた。
この場所で個性的な兵士たちが登場することにより、物語はさらなるドタバタ
劇の様相を呈し始める。ガイと同じく見習士官で最年長のアプソープは、数多
くのくだらない出来事を巻き起こす。さらに数々の武勇伝を持つ荒くれ者の
リッチー＝フック准将は、最後までガイたちを振り回し、災厄をもたらす。連
隊で起きる騒動は、これから戦いに向かうかもしれない部隊の中で起きている
とは思えないほど馬鹿らしい。ガイはこれらの騒動に巻き込まれることはある
ものの、深入りはせず、極めて冷静に見守っている。また、ガイの視点からの
語りも同様に客観的で淡々とした語り口であるため、騒動の滑稽さがより際立
つのだ。この滑稽さの顕在化には、ホルバディアーズという名前も一役買って
いる。訳注によるとホルバディアーズというのは「「矛
ほこやり
槍兵」の意味で、古風
な武器である矛槍を隊名に持つことから、この架空の連隊の長い歴史がうかが
われる」（55）とある。この古風で大仰な隊名は、連隊で起きている事態がそ
の名に値しないおかしなものであることを強調する。そして、ホルバディアー
ズという看板も空虚な響きを持ってしまう。
ホルバディアーズの面々が喜劇的な空回りを続ける中で、ガイの戦争に参加
するという使命感は紆余曲折を経ながらも維持される。その使命感の根源にあ
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るのは、ガイの劣等感だ。ガイは軍隊に入るために、あらゆる軍関係者に問い
合わせる。その中で、ある軍人に「今度の戦争に使い捨ての兵隊は要らないん
ですよ」と言われると、ガイは「でも、私は国家の選良なんかじゃありません」
と言い放ち、「使い捨てにぴったりの人間です。妻子もない。特技もまったく
ない。それに、そろそろ歳です。明日死んだって構いません。今は三十五歳ぐ
らいの連中を優先的に採用して、若い人たちには子供を作る時間を与えるべき
じゃないでしょうか」（29）とまで言ってしまう。妻を失い、イタリアに引き
こもり続けていたガイは、戦争に参加することにしか人生の意味を見出せなく
なっているのだ。
このガイの自己評価の低さだけを見ていると、読者は彼に対して哀れみを感
じるかもしれない。しかし、ガイ自身も周りの人物たちに負けず劣らず喜劇的
な言動を見せることから、そうした哀れみの感情は消え去ってしまう。ガイは
イギリスに来た頃、自分の年齢が入隊を志すうえでネックになるとは認識して
いなかった。そして、義兄にまもなく 36 歳になるという年齢で「小隊の先頭
に立っている自分が、本気で想像できるかね？」と聞かれたガイは、「まさに
そういう自分を想像していたんですが」（22）と答えてしまう。ガイは現実へ
の認識を欠いたまま、思い込みだけで駆け抜けてしまうところが多々あるのだ。
本書では、底本である 1965 年版で三部作を一冊本にする際に削除されてしまっ
たテクストの一部が註として示されている。その註におけるテクストでは、ガ
イの思い込みに基づく「真面目な」働きぶりや思い込みを超えた妄想の様子が
描かれている。ガイの戦争への考察が空虚に感じられたように、ガイへの哀れ
みも喜劇的な展開によって拭い去られてしまうのだ。
訳者付言において「シリアスとコメディがめまぐるしく入れ替わる。その激
しいギアチェンジを、ウォー自身が完全にコントロールできているかどうかは
疑問の余地なしとは言えない」（362）とあるように、本作品の展開は読者が穏
やかに眺めていられるようなものではない。個性的なキャラクターたちの末路
を通して、ウォーは第二次世界大戦とそこに生きる人々をどう描き出そうとし
たのか。ぜひ本書で確かめていただきたい。
